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たんぽぽ療育教室

2025     3    31

身体障害のある利用者の受け入れがないものの、教室入口までの外の階段に手すりがないことは今後の改善点として検討したい。

従来の連絡帳でのやり取りから、LINE WORKSを利用して、日頃から保護者からの質問、要望等に応えるようにしている。

活動内容の基礎としているメソッドに関する情報誌、研修を利用することで活動内容に対する理解を職員、保護者ともに高めている。

家庭での利用者の様子を聞き取りながら、相談等に対しての対応の提案をしたり、取り組んでいる活動に関する理解を深めてもらえる資料の提供を行うことも通して、日常生活や学校生活での落ち着いた時間を増やせる支援をしている。

歩行活動、学習活動それぞれにおいて中心となって利用者の状況、進捗を把握するスタッフを複数人設けている。
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歩行活動では歩く場所を変える工夫を、学習活動では分野の変化を付けながら活動内容を設定するようにしている。

利用者の状態や体調などに合わせ、活動の内容に変化を付けられるよう個別対応、集団対応の切り替えを行っている。

ご家庭での様子について、学校と情報共有をさせてもらっている。行事予定の把握は、保護者への配布資料や学校HPでの確認を適宜行っている。

現状、保護者からの聞き取りに留まっている。

日頃の活動記録等を踏まえた資料作成ができる態勢は整えている。
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